
正面口パース。地下の大井町線、高架の東横線、上空のサテライトキャンパスが見える。視線が東側広場まで抜ける俯瞰パース。屋上は子供達の遊び場や休憩スペースとなるルーフテラスを計画します。

東急大井町線地下化に伴う
線路跡地の活用方法の提案

自由が丘駅周辺再編計画

　自由が丘駅は、東急東横線及び大井町線が交差する東 
京南部の主要な交通拠点である。駅を中心とする周辺地 
域は目黒区最大の広域的商業拠点となっており、後背地
には低層住宅街が広がっている。自由が丘地区は都内で

「住みたい街」として毎年上位に挙げられ る一方、大井町
線の地上線路による街の分断、踏切によ る渋滞、ロータ
リー空間や歩行者空間の狭隘化といった 問題が存在する。
区では自由が丘駅における連続立体交差事業を計画して
おり、周辺環境の調査を行う他、まちづくりに関する意
見を市民に広く求めている。2030 年を目処に、行政、
事業者、TMO が連携して、駅の建替えや都市計画道路の
整備と併せ、駅前 広場等の歩行者空間の整備を行う予定
であるが、具体的 な提案はなされていない。本計画では、
自由が丘駅及び、 東急大井町線緑が丘駅間と九品仏駅間の
線路跡地を対象敷地として、自由が丘地区の将来像を構
想する。

東側から駅を眺める。駅前広場まで視線が抜ける。広場には訪問販売車やストリートパフォーマンス、ランドスケープで遊ぶ子供達で賑わう。



大井町線ホームパース。プラットホーム上には地下部分の採光や換気の為に吹き抜けを設けることで、自然光が入り込む。 東横線ホームパース。吹き抜けから、地下まで見通すことが出来る。膜屋根とすることで柔らかい光を取り込む。

アイソメトリック
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表 1自由が丘駅における連続立体事業に関するこれまでの経緯

H13
H14

H16
H17

H15

H12 目黒区と世田谷区は「大井町線沿線まちづくり研究会」設立
目黒区と東急電鉄の共同で、東横線の周辺市街地現況の基礎調査実施
「目黒区中心市街地活性化基本計画」を策定
目黒区、世田谷区、東京都及び東急電鉄の四者は 「東急大井町線 ( 緑
が丘 ~上野毛駅間 )・東横線 ( 都立大学 ~田園調布駅間 ) の道路・鉄
道立体化及び沿線街づくりに関する検討会」を設置
東京都は「踏切対策基本方針」を策定
目黒区は「東急大井町線・東横線の道路・鉄道立体化及び沿線街づく
りに関する検討状況について」を公表

駅名
大岡山駅 病院

市民サービスセンター

市民交流施設

図書館

岩見沢駅

敦賀駅

女満別駅

No.

2
3
4
5

図書館磐城塙駅

市民交流施設延岡駅7
6

交流スペース上州富岡駅8
コミュニティ施設上常呂駅9
町民ホール由岐駅10

1
複合用途

表 2駅代表的な複合事例

ほっとゆだ駅 温泉施設

岩見沢駅

磐城塙駅

ログロード代官山

下北沢線路跡地 ( 仮 )

一之宮緑道

東横フラワー緑道

高
架
上

高
架
下

地
上
部
山下臨海線プロムナード

商業施設

商業施設、市民交流施設

商業施設

商業施設

緑道
商業施設、市民交流施設

遊歩道

公園

公園

公園山下臨港線プロムナード
ハイライン

中央線高架下プロジェクト

五反田駅高架下

中目黒駅高架下

名称 用途
表 3線路跡地の代表的な活用事例

By Beyond My Ken山下臨港線プロムナード ハイライン

中央線高架下プロジェクト

ログロード代官山 東横フラワー緑道

中目黒高架下

□　線路跡地の空間利用
①高架上

②高架下

③地上部

□　駅の複合用途化

表 4大学との連携活動 

防犯活動の一環として街の巡回をしたり、各種イ
ベントの手伝いも行う自由が丘の案内人としての
活動をしている。

自由が丘地区の将来像の提案を授業で行う。都市
大と東大で同じ課題を行い、発表を行い意見交換
をする。株式会社ジェイ・スピリットの主催で
2016 年度からはじまり、同地区が抱える課題に
対して、学生の視点や感性を活かして、新しいア
イデアで地域全体を盛り上げすることを狙いに実
施されている。

彫刻研究室とデザイン科研究室の学生が中心と
なって、自由が丘のためのアート作品やデザイン
を制作発表する。

自由が丘アート＆デザインプロジェクト

セザンジュ

まちづくり演習
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図 4自由が丘地区に生み出される鎖状の回遊動線
大井町線線路跡地

駅および駅周辺

緑が丘駅

奥沢駅

東京工業大学
九品仏浄心寺

目黒区

九品仏川緑道

世田谷区

東側線路跡地

西側線路跡地

　自由が丘地区は東京都目黒区
南部に位置し、目黒区最大の広
域的商業拠点となっており、後
背地には低層住宅街が広がって
いる。地区の中心に位置する自
由が丘駅は東急東横線及び大井
町線が交差する東京南部の主要
な交通拠点である。また、地域
の中央部に自由通り、北端に隣
接して目黒通りが通る。駅周辺
は戦前に「衾沼（ふすまぬま）」
と言う沼地を埋め立てて造成さ
れた土地であるため、丘と言う
地名ながら、周辺と比較して低
地となっている。東は緑が丘、
西は世田谷区等々力、南は世田
谷区奥沢、北は八雲・中根と接
する。

　2009 年にはじまった街にみ
どりを増やすための計画であ
る。代表的なプロジェクトとし
て丘ばちプロジェクトが挙げら
れる。丘ばちプロジェクトは「自
由が丘森林化計画」の核となる
活 動 で、2009 年 3 月 か ら 始
まった事業。ミツバチは、その
エリアの環境指標生物としての
役割も果たす。
採取した蜂蜜は、スイーツ店に
提供されオリジナルスイーツが
つくられている。

歩行者空間が整備されてお
らず、危険な場所が多い

踏切による渋滞の発生およ
び街の分断　

ロータリー空間

自由が丘駅正面口 雑貨屋など九品仏川緑道

自由が丘森林化計画　丘バチプロジェクト

街に点在するバラから蜜を集めるミツバチ プランターにミツバチの好きな植物を植え、
沿道に置く

□　自由が丘地区の基本情報

□　自由が丘地区の周辺図

□　自由が丘地区の取り組み

　目黒区は、2002 年 3 月に「目
黒区中心市街地活性化基本計
画」を策定した。文化的で個性
的である自由が丘らしさを継承
し、散策や買い物など歩いて楽
しめるという特徴を助長するよ
うな、ハード、ソフトの両面で
人にやさしいまちづくりを行う
ことを掲げています。

　自由が丘地区は多くの観光客
で賑わう。有名なスイーツ店が
多いことから「スイーツのまち」
として人気であり、雑貨屋やア
パレル店などの小規模店舗が多
い。また、自由が丘は毎月のよ
うにイベントが開催され賑わっ
ている。とりわけ来街者数が多
いのは「自由が丘女神まつり」
と「スイーツフェスタ」である。
この期間は街全体が盛り上がり
を見せる。こうした特徴を活か
し、自由が丘地区では歩いて楽
しい街を目指した歩行者優先の
街づくり計画がみられる。

□　自由が丘地区の特徴

□　自由が丘地区のまとづくり

　連続立体交差事業とは、鉄道
を連続的に高架化または地下化
することにより、道路と鉄道の
連続立体交差化を図り、その区
間内にある複数の踏切を撤去す
る事業である。また、都市交通
の円滑化や線路で分断された市
街地の一体化などを図り、都市
活動の活性化を促す。さらに、
周辺地区で実施される土地区画
整理事業等の面整備事業の一体
的な施行により、市街地の再
生・活性化及び快適で魅力的な
まちづくりを推進することがで
きる。連続立体交差事業は都市
部を中心に全国 62 箇所で実施
されており、そのうち 36 箇所
が三大都市圏で行われている。

　「目黒区中心市街地活性化基
本計画」においても東横線・大
井町線の立体化は重点プロジェ
クトの一つに掲げられている。
区では、東横線・大井町線の鉄
道立体化をし ( 図２)、自由が
丘駅周辺地区及び沿線地区にお
ける土地の有効利用、公共的空
間の創出、鉄道による地域分断
の解消、商業及び防災拠点の
機能拡充等にとって重要なた
め、その実現に取り組んでいる。
現在は周辺環境の調査を行う
他、まちづくりに関する意見を
市民に広く求めている ( 表 1)。
2030 年を目処に、行政、事業
者、TMO3) が連携して、駅の
建替えや都市計画道路である補
助 127 号線の整備と併せ、駅
前広場等の歩行者空間の整備を
行う予定である。

□　連続立体交差事業について

□　自由が丘地区における連続立体交差事業
引用 https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000005372.html

連続立体交差事業イメージ図

　線路跡地の空間利用として、高架下、高
架上、地上部の 3 種類がある。各々に適
した空間利用がみられ、それぞれについて
事例調査を行った ( 表 3)。
　いずれも歩行空間へと転用し、街を横断
する公共空間とすることで、住民の活動を
創出していると考えられる。

　現在、駅はインフラとしての役割だけではなく、街の中心に
位置する点、通学や通勤において多くの人が利用するという点
に着目し、商業施設と複合用途化することで、効率的な利用を
可能とする駅が多く存在する。一方で、近年の人口減少や高齢
化等により街の衰退・空洞化が深刻化していることから、駅に
商業施設以外の用途を複合化する事例もみられる ( 表 2)。
　それらは地区における活動拠点となり、住民活動や交流を支
援し、賑わいを創出することで問題解決を図っている。

　自由が丘駅周辺には大きな公園がなく、防災拠点の不足が問題
となっている。そのため、災害時において駅構内に鉄道利用者が
滞留することなどを踏まえ、十分な避難場所や備蓄倉庫、発電設
備を複合することで、防災拠点としても機能すると思われる。

　自由が丘地区は若年層が減少し高齢化がすすんでいる。周辺には複数
の大学や高校が存在し、都市再生推進法人のジェイ・スピリットや自由
が丘商店街振興組合と連携してまちおこしを行っている大学もみられる
ことから、自由が丘地区は若年層が活動を行う起点になりうる可能性を
もち、活動の場を設けることで、街を活性化できると思われる ( 表 4)。
具体的には、子連れ世帯や学生の活動を支援する保育園やサテライト
キャンパスなどの教育施設が考えられる。

防災拠点および公園プロット図

セザンジュ自由が丘
アート＆デザインプロジェクト

まちづくり演習

□　若年層の活動の起点の可能性 □　防災拠点の不足

①高架上
　高架上は高さを活かし、地上
から切り離された遊歩道や公園
など歩行者だけの空間として利
用されるものがみられた。例え
ば、ニューヨークのハイライン
は空中公園として整備されてお
り、近隣の不動産開発に拍車を
かけ、不動産の価値を高めた。
②高架下
　主に商業施設や市民交流施設
への転用がみられた。例えば、
中央線高架下プロジェクトでは
地域共創型の商業施設となって
いて、物販・飲食店で構成され
ている。中央にイベントも開催
する広場スペースも設置し、地
域の魅力発信や暮らしの提案を
行っている。サイクルシェアシ
ステムがあり、地域回遊拠点を
目指している。
③地上部
　主に公園や商業施設への転用
がみられた。例えばログロード
代官山では、商業施設を点在さ
せ、ランドスケープを整備し、
散策路をつくりだしている。

自由が丘の現状と展望 プロジェクト概要

　大井町線線路跡地は、良好な
歩行者空間となっている九品仏
川緑道と二度交差している。線
路跡地を教育施設を組み込んだ
遊歩道とすることで、東工大大
岡山キャンパスから九品仏浄真
寺までをつなぎ、九品仏川緑道
と併せて、鎖状の回遊動線をつ
くりだすことで、周辺を活性化
させる ( 図 4)。

□　回遊動線の構築

　対象敷地を自由が丘駅および
駅周辺、線路跡地は九品仏駅側
を西側線路跡地、緑が丘駅側を
東側線路跡地と分別する。場所
によってそれぞれ異なる特徴を
もっている。この敷地は目黒区
と世田谷区をまたぎ、九品仏緑
道と二度交差する場所となって
いる。

□　対象敷地

全体計画図 S=1:2,000

全体計画

敷地図

□敷地概要 □ダイアグラム
西側線路跡地

浄真寺参道 線路跡地 九品仏川緑道

　九品仏駅側である西側線路跡地は、学校、集合住宅や小規模店舗が混在し、多くの人が行き交う。
駅側から徐々に住宅街へと移り変わっていく。また沿道があり、線路跡地にむけて建物の入口が設
けられている。九品仏浄真寺の参道と九品仏緑道と接している。

　ランドスケープと一体となった施設を
沿道に対してひらくように計画する。

　作業スペースは玉川聖学院側に開かれ、その上は子供達の遊び場や遊歩道
として利用される。

断面アイソメ図 S=1:200

□敷地概要 □ダイアグラム

　緑が丘駅側である東側線路跡地は、戸建住宅や集合住宅が混在するが、線路との間に高低差があ
り沿道もない。線路跡地に向けては植栽などが設けられており、九品仏川緑道と二度交差している。

線路跡地線路跡地 九品仏川緑道
　植物園を計画し、緑溢れる遊歩道を
作ることで、周辺住宅の庭のような空
間となる。

東側線路跡地

 遊歩道の中に研究施設や展示スペースが点在し、「自由が丘森林化計画」の
活動を表出させる。

駅および線路跡地の空間利用

自由が丘の概要



図 3フェーズデザイン

高架沿線の建物を解体し、高架の拡
張と同時に、ロータリーを移設し、
歩行者広場をつくる。

大井町線地下化と同時に、区画内の
建物の解体及び移設しを行い、線路
跡地を整備し歩行空間を拡大する。

西側建物群の建て替えと同時に、地
上部に大屋根をかける。区画内すべ
て歩行空間にする。

第 3 段階第 2 段階第 1 段階

現状の駅空間は自動改札機により駅前広場と分
断されており、駅利用者のみしか駅構内に入る
ことができず、通り抜けは出来ない。

自動改札機を撤廃することによって、駅空間は
駅前広場と連続し、人の滞留や流動は促進され、
駅空間の使われ方が変わる。

図 5自動改札機の撤廃による変化

自動改札機撤廃現状

流動

滞留

滞留

ホームへ ホームへ駅前広場

駅前広場

通り抜け
駅空間駅空間

駅前広場

駅前広場

通り抜け

駅利用駅利用

SITE

九品仏川緑道

補助 127 号線

三井住友銀行ビル

駅南口

九品仏川緑道

美観街

ロータリー

各種資料や本を閲覧できる。自
由が丘の取り組みの展示なども
行う。

アーカイブ

レクチャールーム

共同研究室

交番

商業施設

テナント

テナント

駅務室

地下を走る大井町線がルーバー
の隙間から見える。橋の上では、
訪問販売やマーケット、ストリー
トパフォーマンスが行われる。

東側広場

芝生の広場。保育園のランドス
ケープと共に子供の遊び場とし
てつかわれる。イベント時、ス
ロープは観客席として使われる。

スロープ広場

通勤時に子供の受託が可能。災
害時には授乳スペースとしてつ
かわれる。

保育園

解体された建物に入って
いたテナントを誘致する。

テナントスペース

自動改札機撤廃により駅前広場
と連続する。様々な人が行き交
い、災害時には情報提供場所と
して機能する。

コンコース
歩行者専用広場であり、人の
滞留を促す。バス停を設ける。
災害時には避難拠点、炊き出
しを行う場所となる。

駅前広場

移設し拡大した。歩行者空間
と分離する。EV車の充電ス
テーションを設置し、これは
災害時電力供給所となる。

ロータリー

増加する観光客の為に駅
前に移設。レンタサイク
ル施設と複合する。

観光案内所

テナント

九品仏緑道

テナント

高架から吊るされることで、駅
内は視線が抜ける。スロープ広
場とつながる。

コンコース

上下線のホームの間には吹き抜
けが設けられ、地下まで見渡す
ことができる。

東横線ホーム

まちづくり演習などを行う大き
な作業スペース

スタジオ

東横線から直接アクセスでき、
誰でも利用できる

カフェ

１階平面図兼配置図 S=1:500 ３階平面図 S=1:1,000

２階平面図 S=1:1,000 ４階平面図 S=1:1,000

５階平面図 S=1:1,000

コンコース
高架から吊られてお
り、視線を通す。

保育園の屋根の上
保育園の屋根の上は
芝生が張られる。
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A-A' 断面図 S=1:1,000
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サテライトキャンパス

東急東横線ホーム

コンコース

機械室

東急大井町線ホーム

テナント

備蓄倉庫

テナント

機械室
地下部分の採光や換気の為に
吹き抜けを設けることで、光
が入る。

大井町線ホーム

地下１階平面図 S=1:1,000
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表 5 自由が丘駅の使われ方の変化
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駅前広場 東側広場 商業施設商業施設
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東急東横線

東急大井町線
機械室

　駅前にはロータリーがあり、駅前広場
は交通広場として機能しています。正面
口には新たに 30m の高さの三井住友銀行
のビルの建設がはじまっており、さらに
都市計画道路である補助 127 号線の整備
も予定されていることから、正面口の整
備の機運が高まっていると考えられます。
また、駅周辺の建物は老朽化と過密化が
問題となっています。

□自動改札機撤廃による駅空間の変化

□平面計画

□断面計画

　現状の駅空間は自動改札機により駅前広場と分断されており、駅利用者のみしか駅構内に入る
ことができず、通り抜けは出来ない。
　将来的に見込まれている自動改札機の撤廃から、駅空間は駅前広場と連続し、人の滞留や流動
は促進され、駅空間の使われ方が変化すると予想される。
　さらに、連続立体交差事業を行うことで、地上部を妨げるものがなくなり、歩行者空
間の拡大、災害時の利用とあわせ、自由が丘駅周辺の再編を行う。

□自動改札機撤廃による駅空間の変化

　駅および駅周辺に対しては、段階的な計画を行う ( 図 3)。
　建物の老朽化や過密化の問題から建替えをすすめ、それと同時に歩行者空間の拡大を行う。
　第１段階は東横線の高架化、第２段階は大井町線の地下化、第３段階は大屋根をかけることをきっかけに整備
を行う。
　駅と同区画の建物を解体し、ロータリーを移設することで、駅周辺の再編を行う。

□段階的な建替えおよび歩行者空間の拡大
駅および駅周辺

　駅に日常的に市民活動を行うことができる空間を設けることで、生活と連動した駅空間をつくりだす。
さらにこれらは非日常時においては災害やイベントなどの拠点として利用することができる。

□　駅の使われ方の変化

B-B' 断面図 S=1:1,000

B'

B'
B

B


